
協同が息づく兵庫のまちづくり

9月6日㈮ コープこうべ協同学苑（兵庫県三木市）にて、「兵庫JCC　第2回　虹の仲間づくりカレッ
ジ」を開催し、協同組合の職員21名が参加しました。『生産』『環境』『地域のコミュニティ』などが
抱える課題を「協同組合が連携し、力を合わせていかに解決するか」をテーマに、実践に向けての企
画づくりを行いました。（関連ページP4）

【1班】企画発表
「木を食べる」
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ア
ス
（
正
常
化
の
偏
見
）」

と
い
う
言
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し
ょ
う
か
。
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理
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し
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範
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情
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す
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大
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だ
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と
ら
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。
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天
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忘
れ
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て
来
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震
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い
て
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躍
し
た
科
学
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で
随
筆
家
の
寺
田
寅
彦
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有

名
な
警
句
で
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。
し
か
し
、
現
在
は
も
は
や

そ
う
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は
な
く
な
り
ま
し
た
。「
災
害
は
忘

れ
る
前
に
や
っ
て
来
る
！
」
で
す
。
近
年
の

日
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は
災
害
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と
言
わ
れ
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ど
、
毎
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の
よ
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に
震
災
や
風
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し
て
い
ま
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砂
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情
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大
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情
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大
雨
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な
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災
害
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新
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情
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を
数
多
く
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守
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を

と
っ
て
く
だ
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何
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も
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て
い
ま

す
。
ま
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治
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勧
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か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら

多
く
の
犠
牲
者
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
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し
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う
か
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原
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性
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ア
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思
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。
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っ
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災
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し
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験
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す
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放
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罪
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人
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ス
ク
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い
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の
を
も
っ

と
し
っ
か
り
と
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え
、
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分
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身
や
大
切
な

家
族
を
守
っ
て
ほ
し
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と
思
い
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す
。
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や
損
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時
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損
失
を
補
っ
て
、
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活
の
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史
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。
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さ
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イ
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ス
」
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と
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、
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ス
ク
を
わ
が
ご
と
と
し
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と
ら
え
、

被
災
後
の
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活
再
建
や
入
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時
の
医
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補

填
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ど
に
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協
の
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済
」
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て

て
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だ
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こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
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ん
。

今
期
か
ら
兵
協
連
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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テーマ：『安心してくらせる地域社会づくりをめざして』
〜誰一人取り残さない社会の実現に向けて〜

第31回近畿地区生協・行政合同会議

8 月28日㈬、「第31回近畿地区生協 ･ 行政合同会議」が、奈良ロイヤルホテルにて開催されました。
この会議は、近畿 2 府 4 県と福井県を加えた 7 府県の生協連合会で構成する「近畿地区生協府県連協

議会」主催で毎年開催しています。
31回目となる今回は、日本生協連や府県生協連の担当者と、厚生労働省や近畿地区の行政担当者を交

え、総勢42名が出席しました。
会議は、「安心してくらせる地域社会づくりをめざして ～誰一人取り残さない社会の実現に向けて～」

をテーマに、各府県連からの事例報告を行いました。①「コープ de エシカル消費取組」について（滋
賀県総合企画部県民活動生活課）、②「協同組合間協同による社会的課題解決の実践～虹の仲間づくり
カレッジ～」について（兵庫県生協連）、③「一般
社団法人かわかみらいふ地域活性化の取組み」につ
いて（奈良県川上村 地域振興課）、④「特定適格消
費者団体 KC’s の活動報告」について（消費者支援
機構関西）の 4 つの報告がありました。

社会的課題解決に向け、連携・協同の着実な成果
と、一層の促進の重要性を確認できる大変有意義な
会議となりました。

兵庫県・兵協連共催 第22回「監事研修会」のご案内

日　時　11月7日㈭　13時00分～16時30分

会　場　�兵庫県民会館9階�902号室（神戸市中央区下山手通4-16-3）
定　員　50人（申し込み先着順）
対　象　会員生協の監事、ならびに監事スタッフ
内　容　（1）生協の指導検査を実施して
　　　　　　�兵庫県企画県民部県民生活局消費生活課　� �

主幹　奥見 知子 氏
　　　　（2） 「業務監査の目的と実施方法について（仮）」
　　　　　　�日本生活協同組合連合会　総合マネジメント本部　法務部� �

部長　宮部 好広 氏
　　　　（3）質疑応答、意見交換
※持参品　 「生協監事監査ハンドブック上・下巻」（日本生協連 / 編）をお持ちください。

2008年に生協法が大幅に改訂され、組織運営の健全性を高めるために理事の責任と理事会および監事の権限が
強化・明確化されました。兵庫県生協連では、その取り組みの進捗状況や補強すべき課題などについて確認する
ため、監事および監事スタッフを対象に研修会を開催しています。

今回は、日本生協連総合マネジメント本部から講師を派遣いただき、監事監査研修を開催いたします。
会員生協の監事、ならびに監事スタッフのみなさまのご参加をお待ちいたしております。

◆ お申込み・お問い合わせ
　兵庫県生活協同組合連合会　TEL（078）-391-8634〔10月17日㈭締切〕

3

兵
協
連
だ
よ
り



兵庫JCC
第2回虹の仲間づくりカレッジ開催

2019年 9 月 6 日㈮
10：00～17：30

日 時
生活協同組合コープこうべ　
協同学苑

場 所

2 回目となる今回の「虹の仲間づくりカレッジ」は、 4班に分かれ、班ごとに「SDGs～持続可能な開発目標～」
に紐づけた実践企画づくり（ワークショップ）を行いました。また、班ごとに企画発表を行い、発表した班への
質問やフィードバックを行いました。各班からの質問やフィードバックを受け、新たな発想や問題点に気づき、
企画の質を高めました。どの班も、目的と行動をはっきりとさせながら企画を練り、今後の実践に向けてのイメー
ジを膨らませました。

■各班の目標
【 1班】SDGs⑮「陸の豊かさも守ろう」
【 2班】SDGs⑪「住み続けられるまちづくりを」
【 3班】SDGs⑭「海の豊かさを守ろう」
【 4班】SDGs⑤「ジェンダー平等を実現しよう」

■各班の実践内容

【 1班】�「木を食べる」をキーワードに、11月9日㈯に開催
される「ひょうごの森まつり」にてブースを出展
し、子ども向けの体験型コンテンツを実施。

【 2班】�10月14日㈪の地域の祭りに参加し、「地元の良い
ものを再発見・体験してもらう」ことを目的とし、
「たこ釣り体験」やコープこうべのメロンパン「マ
ウンテンメロンパン」の試食を実施。

【 3班】�海洋ゴミ問題に着目し、「マイクロプラスチック
の削減」に取り組む。「学習・清掃・体験」を実施。

【 4班】�「男女共に働きやすい環境をつくること」を目的
とし、「家事・育児についての情報提供・仲間づ
くりの場づくり」に取り組んでいく。

今後、各班ごとに立てた企画を実践し、2020年2月13日㈭に、実践報告を行う予定です。

兵庫県生協連 2019年度「緊急通行車両担当会議」を開催

9 月17日㈫、兵庫県民会館において「2019年度　緊急通行車両担当会議」を開催、10会員生協・ 1 株式
会社から 6名が参加しました。兵庫県からは、企画県民部県民生活局消費生活課　千葉�りさ�氏にご参加い
ただきました。この会議は、2008年 1 月に兵庫県と兵庫県生協連が締結した「緊急時における応急生活物
資供給等に関する協定書と実施細目」に基づき、応急生活物資の運搬および医療活動を円滑に行うために

緊急車両の許可がすみやかに得られるよう制定された事
前届出制度について確認することを目的に開催しています。
はじめに「緊急時における応急生活物資供給等に関す
る協定書・同実施細目」について共有し、「緊急通行車
両事前届出制度」や、新規、廃車、移動などに関する届
出の変更点を確認しました。また、質疑応答では、参加
者の認識のずれが発生しないよう念入りに確認を行いま
した。

ワークショップの様子

フィードバックの様子
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2019年度兵庫JCC協同組合研究・交流会

〜新しくなった兵庫県林業会館と
迫力ある森林の作業現場を見学してみませんか？〜
▶兵庫JCCとは？

兵庫県の生協・農協・漁協・森林組合で構成する組織。兵庫 JCC では、協同組合間交流を通じて協同組合運
動相互の連携をはかり、よりよい社会づくりを目指しています。

▶兵庫JCC研究・交流会について
兵庫 JCC では協同組合研究・交流会を2008年より実施しています。
今年度は、 1 月に木材利用の促進を目的に建設された兵庫県林業会館について学んでいただくとともに、実際、

森林から木がどのように伐り出されて運ばれているかを、現場で見ていただきます。この研究交流会で林業のこ
と、森林のことを協同組合の仲間といっしょに学んでみませんか？

主催／兵庫県協同組合連絡協議会（兵庫JCC）
【お問い合わせ・お申し込み先】 兵庫県生活協同組合連合会  

電話：078-391-8634　　FAX：078-392-2059

★参加される皆様へ
※山の中に入りますので、動きやすい服装及び運動靴で参加ください。
　（暗い色の服装は避け、肌の露出が少なくなるように）
※当日の天候等により、スケジュールを変更させていただく場合がございます。

＜雨天の場合（午後のスケジュールを変更）＞
13：00～15：00 「朝来市生野交流館」訪問

映画「Workers 被災地に立つ」を上映
「バイオマスエネルギーbe 材供給センター」の説明

15：10～16：00 「バイオマスエネルギーbe 材供給センター」見学

※悪天候等による中止の場合は、各団体から連絡いたします。

応募締切　2019年10月10日㈭

日 時：2019年10月23日㈬　9：00〜17：30
場 所：兵庫県林業会館、神崎郡神河町

◆スケジュール◆
9：00� 兵庫県林業会館横
 「兵庫県土地改良会館6F」集合
 （住所：神戸市中央区北長狭通5-5-12）

� オリエンテーション
9：10～10：20� 「林業会館」についての説明、見学

　　 ↓観光バスで移動

12：00～13：00� 昼食『ジビエ弁当』（中はりま森林組合事務所）
� ※ジビエ弁当…シカ肉を使用したお弁当
13：00～15：00� 「緑の雇用」研修現場見学
 （峰山高原ホテルリラクシア付近）

� ※現場までバス下車後、山道を約1ｋｍ歩きます。
17：30頃� 兵庫県林業会館到着、解散

参加・昼食代
無料！
定員40名

車内で映画 「Workers 被災地に立つ」を上映
　�東日本大震災の被災地の人々とワーカーズコープ（協同労働の協同組合） 

とが、ともに復興と仕事おこしの取り組みを記録したドキュメンタリー

兵庫県林業会館
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JA 兵庫六甲Ｊ
ＡJF 仮屋青壮年部Ｊ

Ｆ

JF 仮屋青壮年部による
水産教室開催

農地利用の活性化と地域農業への
理解を通じて都市農業を守る

　 8月 6 日㈫、JF仮屋青壮年部（戎　俊輔部長）
は淡路市学習小学校 5年生約50名を対象に、様々
な体験を交えた水産教室を開催し、漁業について
の理解を深めました。
　子どもたちは、仮屋漁港内で数隻の漁船に分乗
し、JF女性部員の方々が作ったEM団子を海に
投げ入れた後、バケツに入ったクルマエビの稚エ
ビを放流し、深く泳いでいくエビたちの姿を見送
りました。あいにくの時化で予定されていた小型
底曳き網漁の揚げ網作業見学はできませんでした
が、初めて漁船に乗った子どもたちは、大喜びの
様子でした。
　帰港後は、県洲本農林水産振興事務所水産課の
岸本早貴さんから、県内で漁獲される魚の種類や
漁法についての話があり、クイズ大会も行われま
した。兵庫県水産技術センター高倉良太さんから
は、豊かな海についての説明があり、子どもたち
は豊かな海の本当の意味を、しっかり理解した様
子でした。
　最後に、JF仮屋青壮年部　山口公明さんより、
地元仮屋の漁業についてのお話があり、自分たち
の地元が漁業の活発な地域であるということを学
んでいました。子どもたちにとっては、普段でき
ない貴重な体験であり、思い出の 1つになったよ
うです。

　農村部から都市部までをエリアとするJA兵庫
六甲では、地域によって大きく異なる特性、課題
に合わせた戦略のもと、活動しています。都市部
にあたる阪神地域では、生産緑地における農的活
用の活性化と消費者の農業への理解促進を基軸に、
都市農地の保全に取り組んでいます。
・都市部の生産者をサポート
　高齢化や家族構成の変化などによって農地を手
放す組合員がいるため、JAでは、営農相談員に
よる相談活動を軸にオペレーター組織（JAを通
じて農作業を受託する組合員組織）の立ち上げや
運営等を行い、農地を保全するためのサポートを
行っています。JAの子会社である㈱ジェイエイ
ファーム六甲でも専門のオペレーターが定植や防
除・収穫等の作業を代行しています。
・消費者の理解を得る活動
　「田畑に入ったことがない」「地元の農産物の味
を知らない」という消費者は多くいます。そこで、
駅前の支店で開催するマルシェや収穫体験ツアー
を企画し、地元産の農畜産物のおいしさを知り、
地域農業への理解を深めるきっかけを作っていま
す。准組合員が地域の農業を応援する活動として、
地元産農産物の共同購入や、食農教育活動等を一
部の地域で行っています。
・今後の取り組み
　JAでは、都市部の農業の衰退を食い止め、組
合員を支援することを重要な使命の一つとしてい
ます。都市農業の振興を通じて、将来JAの基盤
となる組合員へ農地が継承されるよう、今後も取
り組みを強化します。

㈱ジェイエイファーム六甲での
オペレーター組織による農作業魚や漁法について学習

稚エビ放流
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　みなさま、こんにちは。適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
　今や、携帯電話もすっかり、スマートフォンが主流となり、連絡手段も「Line」を利用している方が、
ほとんどのように感じます。私は、自分で言うのも、恥ずかしいのですが、スマホやパソコンは使える方
だと思っていました。いえ、思っています。以前は、おかしなメール（迷惑メール）が届いても、すぐに、
これはおかしいなと、気付けていたのです。ところが、最近、この「おかしいな」と感じる自分のセンサー
の反応が悪いのです。
　最近、様 な々サービスは、Web上で会員登録をして、ログインIDとパスワードを使って、利用することができるものが多くなっ
ています。私も、たくさんのIDとパスワードを持っており、登録した各サービスから、お知らせメールが、たくさん届くのです。
その中に、時 、々おかしいなメールも紛れて届くのです。たとえば「他の人にログインされています。確認してください」のよ
うなメールです。多くの場合、このようなメールは本物を装った偽物のことが多く、無視していればいいのですが、ついつい、
本物かと思ってしまうのです。
　なぜ、本物と思ってしまうのか、このことについて、次回、考えてみたいと思います
� （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階C
TEL：078︲361︲7201　E-mail：offi��ce@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

事　例

屋根裏にスズメバチの巣があったので、ネット検索で「1万5千円から」と表示
がある駆除業者に見積りを依頼した。来訪した作業員から口頭で約11万円と言わ
れ高いとは思ったが、「ハチに一度刺された人は再度刺されると命が危険」と言わ
れ心配になり契約した。作業後、全額支払ったが、高額すぎるのではないか。

 （70歳代、女性）

【アドバイス】
相談が寄せられる害虫・害獣の種類は、ハチ、コウモリ、イタチなどですが、個人で駆除が困難な場合には、

専門的な技術や知識を持っている事業者に依頼することになります。その際には、事業者のホームページや
折り込みチラシなどの広告を見て申込むことが多いようですが、駆除を頼んだ消費者から「広告よりも高額だ」
「見積りをとると断れない」「約束の無料保証をしてくれない」といった相談が消費生活センターに寄せられ
ています。
相談の特徴の一つ目は「料金が高額」です。広告には「業界最安値」などの表示があったので、見積りを取っ

たところ広告表示に比べかなり高額だったが、断り切れず契約したというものです。二つ目は「急がされる」
ことです。事例のように身体に危険、今すぐに駆除しないと家が傷むなどと言われじっくり考える時間があ
りません。三つ目は「約束の無料保証がない」ことです。駆除作業後、再発しても一定期間は無料で再度作
業をするという話だったのに有料であった、というものです。
害虫等の発生状況や被害規模などで料金は大きく異なります。契約する際には、複数社から見積りを取り、

駆除方法や料金を十分に検討しましょう。また、見積料金が有料なのかどうか、キャンセル時に違約金が発
生するのかなど、あらかじめ確認を取り、急がされても安易に契約しないことです。無料保証であっても、
保証の期間・回数や追加料金の有無など条件を書面で確認しましょう。
なお、市町により、害虫・害獣の駆除方法や補助制度、業界団体の紹介などの相談窓口もありますので、

契約前にお問い合わせ下さい。
訪問販売で契約した場合は、クーリング・オフできる場合もありますので、最寄りの消費生活センター等

に相談しましょう。
� （兵庫県立消費生活総合センター）

害虫・害獣駆除サービスのトラブル
最近の消費生活相談事例
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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10月は「地球環境時代！新しいライフスタイル展開キャンペーン」月間です。
～3Rを推進する行動をしましょう～

新しいライフスタイル委員会及び兵庫県が、地球環境時代における
新しいライフスタイルの展開を促進するためのキャンペーンを実施し
ます。みなさんも、この機会にぜひ環境に配慮した消費行動をはじめ、
地球環境に負荷を与えない生活を実践してみてください。

実施期間：令和元年10月 1 日㈫～10月31日㈭
実施主体：地球環境時代！新しいライフスタイルを展開しよう～
　　　　　新しいライフスタイル委員会、兵庫県

お問い合わせ：兵庫県環境政策課活動支援班　TEL. 078⊖362⊖3156

“みらいちゃん”
環境にやさしい

買い物の
シンボルマーク

地球環境時代に適応した新しいライフスタイルの展開とは……
地球温暖化、生物多様性、廃棄物などの地球問題の重大さを認識し、日常の身近なところから、地球環境
に負荷を与えない生活を実践すること。

～ ₃ R（リデュース・リユース・リサイクル）を推進する行動をしましょう～
～環境にやさしい買い物をしましょう～
▶具体的には……
買い物袋を持参し、再生品・包装の少ないもの・詰替用の商品・はかり売りのもの・容器は再利用でき
るもの・長く使えるもの・環境負荷の少ないものを選びましょう。

「助け合い　広がる　つながる　赤い羽根」
　10月1日から「赤い羽根共同募金運動」が始まります。
　お寄せいただいた寄付金は、兵庫県内の地域福祉の推進に
役立てられます。
　また、寄付金の一部は、大規模災害発生時における被災地
での、ボランティア活動を支援するために積み立てられてい
ます。
　今年度も、あたたかいご支援とご協力をよろしくお願いい
たします。

社会福祉法人　兵庫県共同募金会
www.akaihane-hyogo.or.jp
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